
- 1 -

紀宝警察署協議会議事録

令和４年度第３回紀宝警察署協議会

日 時 令和４年12月６日（火）午後１時30分～午後３時30分
場 所 紀宝警察署３階会議室

１ 三重県公安委員会委員
村田典子委員

２ 警察署協議会委員 ５名
出 席 者 大峪やす子委員、奥西誠人委員、芝安博委員

星山美穂委員、山中富行委員
３ 警察署 ６名

署長、副署長、会計課長、生活安全刑事課長、地域交通課長、
警備係長

傍聴者数 なし

公開・非公開の別 公開

議 事 概 要

１ 公安委員会委員挨拶
２ 警察署長挨拶
３ 管内概況の説明（警察署長）

(１) 特殊詐欺事件の認知状況
「令和４年10月末現在における特殊詐欺被害は、前年同期と比べて

認知件数及び被害額ともに増加している。」旨説明した。
(２) 交通事故の発生状況

「令和４年10月末現在における交通事故件数は、総事故件数が増加
している。統計上ではあるが、平成31年３月以来発生していなかった
交通死亡事故が、本年10月以降発生している状況にある。」旨説明した。

４ 委員の活動報告
各委員から、警察官の活動視察を行った

(１) 老人クラブに対する交通安全・防犯啓発活動
(２) 金融機関に対する強盗模擬訓練及び声掛け訓練
(３) 駐在所施設と駐在所員の活動
(４) 外国人就労者に対する交通安全・防犯指導
について報告があった。
委員からは、「視察を通して、警察官の活動の重要性や警察官の大変

さを理解することができた。」旨の感想があった。
５ 協議内容

(１) 交通規制の見直しについて
地域交通課長から、交通安全施設の設置及び撤去について説明を行

った。
＜委員＞ 路線の白線が消えていると子供達からよく聞く。

このような意見を担当する窓口はどこになるのか。
【地域交通課長】 警察署の交通課、最寄りの交番や駐在所が窓口と

なる。
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道路管理者の所管に関しては、警察から道路管理者に引き
継ぐ。

＜委員＞ 紀和町内の国道311号に所在する風伝トンネル内の電灯が点
いていない箇所が多く、高齢者は特に危なく感じている。
車両の前照灯をハイビームにしたり、速度を落として走行し
ているが、他に良い対策方法があれば教えてほしい。

【地域交通課長】 対向車がいない場合は、前照灯をハイビームにし、
速度を抑制してトンネルに入っていただくことが交通事故の
抑止につながる。
なお、トンネル内の電灯については、県が所管となるため

意見の申し入れをする。
＜委員＞ 御浜町神志山地内の国道沿いの信号機が、感知式から定周

期に変更されたが、その理由を教えてほしい。
【地域交通課長】 神志山交差点の信号機については、国道を右折す

る車両が多く、渋滞するとの要望を受け、調査した結果、主
道路（国道42号）の右折車両と従道路側の交通量が多く、感
知式信号機よりも定周期とする必要があると判断したためで
ある。

＜委員＞ 御浜町地内の阿田和交差点を熊野市方向から南進して右折
しようとした際、道路幅が広いため、右折車両を正しく誘導
する表示はできないか。

【地域交通課長】 運転者を右折誘導するラインは、道路管理者の所
管となるため、設置に向けて道路管理者と協議する。

＜委員＞ 神志山小学校区では、通学路となる県道の一部にはカーブ
があり見通しの悪い道路があるため、通学路であると示すた
めに、緑のラインで舗装することはできないか。

【地域交通課長】 児童の安全を考慮し、道路管理者と協議する。
(２) 警察署の代替施設について
＜委員＞ 旧鵜殿図書館への施設移転訓練を実施したと伺ったが、同

所だけでなく、第二拠点も想定していただけると、住民にと
って安心感がある。

【署長】 地震発生から津波に耐えられる高さに位置する公共施設と
いう条件を考慮すると、現状では旧鵜殿図書館に限られる。
現状でき得る最善策を常に考えて発災時に備えるべく訓練

や調査を実施している。
(３) 不審者対応について
＜委員＞ 不審者を見かけるという相談を受け、紀宝警察署に対応を

依頼したところ、直ちにパトロールなどをしてもらった。
引き続き、住民のためにパトロールなどを実施してもらい

たい。
【署長】 何かあれば、すぐに警察に相談するよう、引き続き住民に

呼び掛けてほしい。
(４) 子供達の安心安全な日常の確保に向けた各種取組について
＜委員＞ 学校関係者に対して、今後「自転車通学者のヘルメットに

反射材を付けてはどうか。」と提言しようと考えている。
また、関西方面では、子供を対象としたカニを送りつける

詐欺が発生していると聞いたので、注意するように指導して
いる。

【署長】 引き続き、情報提供と官民一体となった取組を推進できる
よう協力していきたい。
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(５) アサギマダラ（蝶）観察者の駐車対策結果について
＜委員＞ アサギマダラを観察する人の駐車対策等を推進してほしい

と依頼したところ、紀宝警察署の積極的な対策の結果、迷惑
駐車が明らかに減少した。

【署長】 引き続き、交通事故抑止対策を推進していく。
(６) 道路交通法の改正について
＜委員＞ 新たに自転車乗車時のヘルメットの着用が義務化されたと

聞いたが、学校等にパンフレットを配ってもらえないか。
【署長】 今年４月に道路交通法が改正され、自転車のヘルメット着

用が努力義務となった。
同法の施行は来年になるが、学校等に対して、パンフレッ

ト配布や交通安全講習を通じて周知していきたい。
６ 公安委員会委員講評

備 考 報道機関４社４名


